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⽬的・⽅法
•本調査の⽬的は、⽇本とアメリカの国籍を保有し、それぞれの⺟国
語を第⼀⾔語とする２０歳から７０歳まで⼈々を対象に、精神性の
国際⽐較をすることである。
•調査⼿段︓ オンライン
•調査数︓ ⽇本 1,164名（調査会社︓ 株式会社クラウドワークス）

⽶国 1,072名（調査会社︓ Syno Japan株式会社）
•調査期間︓ ⽇本 ２０２２年４⽉７⽇〜９⽇

⽶国 ２０２２年３⽉１７⽇〜４⽉７⽇



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25

⽇本
1. 治安
2. 時間・約束
3. おもてなし

⽶国
1. ハイテク
2. ⾼い精神性
2. 勿体ない
2. ⻑い歴史
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でも実際に習っている⼈は2％
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